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事業開発（Businessdevelopment/BD）

経歴：
・専門商社: システムソリューション営業を担当

（組込、ロボティクスAIなどの技術領域に注力）

・株式会社LangGenius: Difyのビジネス創出と導入推進
（製品周知、顧客課題へのソリューション提案）
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この半年間の追加機能

MCP

• 標準化された MCPプロト
コルを介して外部 API・
データベース・サービス
へアクセスし、複雑な統
合処理や運用コストを大
幅に削減します。

• 複数のデータソースから
情報を抽出・変換し、
LLMが最適に利用できる
ようベクトルデータベー
スへインデックス化しま
す。

• スケジュール、Webhook、
各種SaaSイベントなどを
トリガーにワークフロー
を自動化。

• ネイティブのペイロード、
統合認証、ガバナンス、
可観測性を備えたプラグ
イン経由で実行可能。

• 重要なステップでワーク
フローを一時停止し、
Slack、メール、Web ア
プリを通じて人間の判断
を取得。

• 適切なコンテキストを提
示した上で再開し、完全
な監査性を確保します。



MCPで
解決できる問題 Model Context Protocol (MCP) は、

AIエージェントが外部サーバーやサービスを
検出・記述・呼び出しするためのインターフェースを
標準化するプロトコル仕様です。

従来、外部機能を統合する際には以下のような技術的負荷が
発生していました
⚫ 大量のカスタム実装や接続用グルーコードの記述
⚫ 外部サービス連携のための専用インフラ構築や

運用コストの増大
⚫ 高トラフィック時のスケール要件や信頼性確保の難易度

MCPは、AIシステムが外部サービスを統一されたプロトコル
で安全かつ効率的に利用できる抽象化レイヤーを提供するこ
とで、これらの課題を根本的に解消します。



MCPで
解決できる問題

⚫ 標準化：外部連携の方式を統一し、実装のばらつ
きや独自仕様による開発コストを削減。

⚫ 相互運用性：異なるAIクライアント／サーバー間
で互換性を確保し、汎用的な拡張が可能。

⚫ スケーラビリティ：プロトコル準拠により、負荷
分散・分散実行・機能拡張が容易になり、大規模
運用に適応。



例：Notion MCP サーバーに接続し、
エージェントに Notion ページの読み書きをさせる

例：Cursor が直接呼び出せるコードレビューエージェン
トを MCP サーバーとして公開する

双方向MCPのネイティブサポート
外部のMCPサーバーへ直接接続したり、Difyで構築したエージェントや
ワークフローをMCPサーバーとして公開できます。

MCPクライアントとして利用
Linear、Notion、Zapier などの外部MCPサーバー
に接続し、それらのツールやリソースへアクセスで
きます。サードパーティのサービスやデータソース
を統合することで、Difyの機能を解放し、拡張しま
す。

MCPサーバーとして公開
Difyで構築したワークフローやエージェントを、標準的
なMCPエンドポイントとして公開できます。これにより、
Claude、Cursor など、他のMCPクライアントが直接呼
び出せる再利用可能なMCPサーバーとして利用できます。



複数のデータソースを繋ぐ
ローカルファイルをさまざまな
形式でアップロードし、Notion 
ページの取り込み、Web コンテ
ンツの同期、外部ナレッジベー
スとの接続など、多様なデータ
ソースに対応。

LLMに最適な形式へ変換
Dify の RAG パイプラインにより、
データの抽出・加工・変換・イン
デックス化を一連のフローで実行
し、LLM が利用しやすい構造へ最
適化します。

修正・整理・更新
直感的なプレビューと編集機能
に加え、複数のAPIによる柔軟
な更新・変更が可能で、ナレッ
ジベースをシームレスに管理で
きます。

最先端の探索エンジン

LLM を用いたクエリ分類、メタ
データフィルタリングやハイブ
リッド検索によるマルチパス取得、
Reranker による結果最適化、引用
元の明示など、最先端の探索エン
ジン機能を統合。

ナレッジパイプライン



外部システムとの連携、入力データの管理、運用・監査が統一された起点

トリガー



イベント駆動型ワークフロー基盤



AIがタスクを進める中で、重要な場面に人が介入して
結果を確認し、必要に応じて修正・承認を行う仕組み

AIが動き、人が決める

Human In The Loop



AIが動き、人が決める

Human In The Loop



短期計画
GA リリースに向けた安定性最適化を
実施し、統合された Human-in-the-
Loop 機能の品質強化を進めます。

長期ビジョン

開発者向けの機会

より充実したプラグインエコシステムの
構築と、エンタープライズ向け機能の拡
張を目指します。

• プラグイン開発
• コミュニティへの貢献
• 技術フィードバック
• 共創／共同開発
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